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「働かずに成⻑できる⽇本を」は「頭を使ったスマートな⽅法を模索」を意味する 
 
本記事が触れている内容はかなり的を射たものであると思う。たとえば「⽼⼈の労働⼒化は
完全に⽂明の発展からの逸脱である」などは現在社会が直⾯している問題そのものである。
国は⼀時「退職時に⽼後資⾦ 2000 万円が必要」と⼝を滑らせ後⽇これを撤回したが、この
こ と は 公 然 の 秘
密であり、それゆ
え に 定 年 後 も 働
か な け れ ば な ら
な い と い う 実 態
がそこにはある。 
 
私も現在 68 歳、
こ の 働 か な け れ
ば な ら な い 年 齢
に含まれる。思い
返せば、就職はオ
イ ル シ ョ ッ ク 後
の 嵐 が 強 く 吹 き
荒 れ る 超 氷 河 期
（1976 年）で、か
ろ う じ て 滑 り 込
ん だ 会 社 で は ひ
た す ら 働 く こ と
が求められ、その
評 価 基 準 は 残 業
時 間 の 多 さ で あ
った。そこには頭
脳労働（スマートさ）というものが存在しなかったように思う。このころの⽇本社会はおお
むね前例主義、前例から外れたことをするとはじかれる。化学系の研究所といえどもこの例
外ではなく、新反応を⾒出すと何かの間違いではないか？ なぜそんなことをしたのか？ 
と⾔われることが多かった。おそらくは、⽇本社会が欧⽶諸国に追いつくことをめざし、そ
こに存在する前例にいかに早く近づくかということを競っていた時代であったのだろう。 



私の年代を最後として、前例主義年代の多くがすでに退職し、⽇本の会社や社会は今や⼤き
く変われる可能性を持っているものと思う。私の時代に主流であった直属上司のみによる
90 度評価もおそらくは多くの会社で姿を消し、360 度評価に切り替えている会社が増えて
いる。現役時代の私の実感としては、ある⼈の実⼒を⼀番知っているのは同期の⼈間であっ
た。上司が新しい知識を吸収し続けているのであればその限りではないと思うのだが、その
ことが原因してか 90 度評価ではこの実感と評価結果が⼤きくずれていることも多かった。 
 
そして現在、労働時間⼀辺倒主義から解き放たれた社員が増え、「働かずにスマートに⽣活
する⽅法はないか」と考えはじめる、そんな時代になってきた。「時間が⽣活を豊かにする」
から「豊かな⽣活とは何か」への⼤きな変⾰が起こりつつある。これは決して悪いことでは
なく、⽇本が現在直⾯している⼆極分化の問題を解決するためにも必要となる変⾰である。 
 
現在は⼆極分化の時代である。頭を使ってスマートに価値を創造する⼈と、時間を代償に⽣
活費を稼ぐ⼈に⼆分化してしまった感があるが、前者の⼈⼝を増やしていかないことには
⽇本は国としてじり貧の道をたどっていく可能性がある。たしかに、分業体制（役割分担）
は⼤切であり、それが国家規模で存在することは必然であるとしても、各役割分野において
頭を使い付加価値を⾼め、その結果として労働対価を下げることなく労働時間が短縮でき
れば、実りある豊かな家庭、そして将来を担う⼦供たちに豊かな教育環境を作っていけるこ
とも決して夢物語ではない。 
 
労働⽣産性が極度に悪い会社は整理し、その資源を労働⽣産性の良い会社に移していく。こ
の資源の中には⼈的資源も含まれる。このことができる国家となる必要がある。 
 
 
ここでもう⼀度新聞記事を読み返すと、 
 
労働⼒不⾜が懸念され、海外からも⼈をかき集めようとしている。 
⽼⼈の労働⼒化は完全に⽂明からの逸脱である。 
 
 
この２つの事柄を知恵で持って解決する⽅法があれば、⼼⾝ともに豊かな⽇本が実現する。 
その実現のための第⼀歩は、⽬の前の現実を疑うことから始まる。その常識と思っているこ
とは本当に常識なのかと！ 現役時代、私は化学の研究所で⽬の前の常識を疑い、多くのブ
レークスルーに巡り合った。 
 


